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(57)【要約】
【課題】異なる色域を持つデバイス間で、肌色のような
特定の色域の表示を違和感なく表示させること。
【解決手段】本発明の一実施形態に係る画像処理装置は
、入力信号をリニアな第１の色域の第１の画像データに
変換する信号入力部と、第１の画像データを第１の色域
よりも狭い第２の色域を表示するための第２の画像デー
タに変換する色域変換部と、入力信号から得られる色相
及び彩度が肌色に相当する第１の色領域の範囲である場
合には第１のブレンド係数を設定し、第２の色領域の範
囲である場合には第１のブレンド係数より第２の画像デ
ータの合成比率が小さくなる第２のブレンド係数を設定
し、これらの間の色領域の範囲である場合には、これら
のブレンド係数との間の色相及び彩度に応じたブレンド
係数を設定するブレンド係数設定部と、第１の画像デー
タと第２の画像データとを、ブレンド係数に応じて合成
する色合成部とを有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を示す入力信号をリニアな第１の色域の第１の画像データに変換する信号入力部と
、
　前記第１の画像データを、前記第１の色域よりも狭い第２の色域を表示するための第２
の画像データに変換する色域変換部と、
　前記入力信号から得られる色相及び彩度に基づいて前記第１の画像データと前記第２の
画像データの合成比率を規定するブレンド係数を設定するブレンド係数設定部と、
　前記第１の画像データと前記第２の画像データとを、設定された前記ブレンド係数に応
じた比率で合成した合成画像データを生成する色合成部と
　を有し、
　前記ブレンド係数設定部は、前記色相及び前記彩度が肌色に相当する第１の色領域の範
囲である場合には第１のブレンド係数を設定し、前記色相及び前記彩度が前記第１の色領
域とは異なる第２の色領域の範囲である場合には前記第１のブレンド係数より前記第２の
画像データの合成比率が小さくなる第２のブレンド係数を設定し、前記色相及び前記彩度
が前記第１の色領域と前記第２の色領域との間の色領域の範囲である場合には、前記第１
のブレンド係数と前記第２のブレンド係数との間の前記色相及び前記彩度に応じたブレン
ド係数を設定することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記第１のブレンド係数は、前記合成画像データが前記第２の画像データとなるように
規定するブレンド係数であることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記第２のブレンド係数は、前記合成画像データが前記第１の画像データとなるように
規定するブレンド係数であることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の画像処理
装置。
【請求項４】
　前記ブレンド係数設定部は、
　前記色相及び前記彩度が前記第１の色領域から前記第２の色領域にかけて変化すると、
前記第１のブレンド係数から前記第２のブレンド係数に連続的に変化するように前記ブレ
ンド係数を設定することを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の画像処理
装置。
【請求項５】
　色相をＨ、彩度をＳとしたときに、
　前記第１の色領域は、０°≦Ｈ≦５０°及びＳ≦Ｓ１（Ｓ１は０．６以上０．７５以下
のいずれかの値）の範囲であり、
　前記第２の色領域は、７０°≦Ｈ≦２４０°又はＳ≦Ｓ２（Ｓ２は０．８以上０．９５
以下のいずれかの値）の範囲であることを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれかに
記載の画像処理装置。
【請求項６】
　画像を示す入力信号をリニアな第１の色域の第１の画像データに変換し、
　前記第１の画像データを、前記第１の色域よりも狭い第２の色域を表示するための第２
の画像データに変換し、
　前記入力信号から得られる色相及び彩度に基づいて前記第１の画像データと前記第２の
画像データの合成比率を規定するブレンド係数を設定し、
　前記第１の画像データと前記第２の画像データとを、設定された前記ブレンド係数に応
じた比率で合成した合成画像データを生成し、
　前記ブレンド係数を設定するときには、前記色相及び前記彩度が肌色に相当する第１の
色領域の範囲である場合には第１のブレンド係数を設定し、前記色相及び前記彩度が前記
第１の色領域とは異なる第２の色領域の範囲である場合には前記第１のブレンド係数より
前記第２の画像データの合成比率が小さくなる第２のブレンド係数を設定し、前記色相及
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び前記彩度が前記第１の色領域と前記第２の色領域との間の色領域の範囲である場合には
、前記第１のブレンド係数と前記第２のブレンド係数との間の前記色相及び前記彩度に応
じたブレンド係数を設定することを特徴とする画像処理方法。
【請求項７】
　コンピュータに、
　画像を示す入力信号をリニアな第１の色域の第１の画像データに変換するステップと、
　前記第１の画像データを、前記第１の色域よりも狭い第２の色域を表示するための第２
の画像データに変換するステップと、
　前記入力信号から得られる色相及び彩度に基づいて前記第１の画像データと前記第２の
画像データの合成比率を規定するブレンド係数を設定するステップと、
　前記第１の画像データと前記第２の画像データとを、設定された前記ブレンド係数に応
じた比率で合成した合成画像データを生成するステップと
　を実行させ、
　前記ブレンド係数を設定するステップでは、前記色相及び前記彩度が肌色に相当する第
１の色領域の範囲である場合には第１のブレンド係数を設定し、前記色相及び前記彩度が
前記第１の色領域とは異なる第２の色領域の範囲である場合には前記第１のブレンド係数
より前記第２の画像データの合成比率が小さくなる第２のブレンド係数を設定し、前記色
相及び前記彩度が前記第１の色領域と前記第２の色領域との間の色領域の範囲である場合
には、前記第１のブレンド係数と前記第２のブレンド係数との間の前記色相及び前記彩度
に応じたブレンド係数を設定することを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、色域変換を行う画像処理技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイ等の色表示技術の向上に伴って、ディスプレイの色再現領域が拡大し
ている。特に、最近のＬＥＤバックライトを用いた液晶ディスプレイ、有機ＥＬディスプ
レイ等では、従来のＲＧＢ規格より広い色再現領域を実現している。このような背景から
、狭色域対応の信号を広色域ディスプレイに入力した場合に良好な表示をするための、狭
色域から広色域への色域変換技術が重要になっている。
【０００３】
　例えば、Ａｄｏｂｅ（登録商標）ＲＧＢ色空間を持つディスプレイでｓＲＧＢ色空間を
持つ画像をそのまま表示させた場合、明らかに異なった発色で表示される。これは、使用
する色域の不一致が原因であり、狭い色域で作成された画像データを、広い色域のディス
プレイで表示させたときに起こる現象である。
【０００４】
　そこで、異なる色域を持つデバイス間の色変換技術が必要となる。色変換技術として、
入力データから色相（Ｈ）、彩度（Ｓ）、明度（Ｖ）の値を求め、その値に応じて入力デ
ータを色域変換したデータ値と入力データ値を合成して、出力データを生成する方法が開
示されている（特許文献１、２）。
【０００５】
　この方法によれば、彩度（Ｓ）の値に応じてブレンド率を決定する場合に、肌色が濃く
なりすぎないように、色相（Ｈ）が赤、黄色、マゼンダの範囲で、明度（Ｖ）が中位から
高い範囲において、狭色域に変換したデータの比率を高くする方法が採用されている。具
体的には、合成率をｒで表したときｒ＝０．５における彩度（Ｓ）の閾値を０．５から０
．８の範囲に設定することが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
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【特許文献１】特開２００９－２１８９６１号公報
【特許文献２】特開２０１０－２４５７０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、従来の色変換技術によれば、肌色のように色味が変わると人（観察者）
に違和感を与える色は、入力色データの色度点をできるだけ変位させないようにする必要
があるとしつつも、どのようにすれば良いのか明らかにされていない問題があった。
【０００８】
　すなわち、肌色のような色彩を自然な色合いで表示するために、色相（Ｈ）、彩度（Ｓ
）の値をどのように設定すれば良いか不明確であった。また、色相（Ｈ）が変化した場合
の合成方法が明確にされていなかった。
【０００９】
　そのために、異なる色域を持つデバイス間で、肌色のような特定色を人に違和感なく表
示させることが実現されていなかった。
【００１０】
　本発明の一実施形態は、広色域に変換しても肌色のような特定色の表示において違和感
を与えにくくすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一実施形態によると、画像を示す入力信号をリニアな第１の色域の第１の画像
データに変換する信号入力部と、前記第１の画像データを、前記第１の色域よりも狭い第
２の色域を表示するための第２の画像データに変換する色域変換部と、前記入力信号から
得られる色相及び彩度に基づいて前記第１の画像データと前記第２の画像データの合成比
率を規定するブレンド係数を設定するブレンド係数設定部と、前記第１の画像データと前
記第２の画像データとを、設定された前記ブレンド係数に応じた比率で合成した合成画像
データを生成する色合成部とを有し、前記ブレンド係数設定部は、前記色相及び前記彩度
が肌色に相当する第１の色領域の範囲である場合には第１のブレンド係数を設定し、前記
色相及び前記彩度が前記第１の色領域とは異なる第２の色領域の範囲である場合には前記
第１のブレンド係数より前記第２の画像データの合成比率が小さくなる第２のブレンド係
数を設定し、前記色相及び前記彩度が前記第１の色領域と前記第２の色領域との間の色領
域の範囲である場合には、前記第１のブレンド係数と前記第２のブレンド係数との間の前
記色相及び前記彩度に応じたブレンド係数を設定することを特徴とする画像処理装置が提
供される。
【００１２】
　この画像処理装置によれば、広色域の画像出力装置に表示しても肌色のような特定色の
表示において違和感を与えにくくすることができる。
【００１３】
　別の好ましい態様において、前記第１のブレンド係数は、前記合成画像データが前記第
２の画像データとなるように規定するブレンド係数であってもよい。
【００１４】
　この画像処理装置によれば、肌色領域の表示における違和感をより少なくすることがで
きる。
【００１５】
　別の好ましい態様において、前記第２のブレンド係数は、前記合成画像データが前記第
１の画像データとなるように規定するブレンド係数であってもよい。
【００１６】
　この画像処理装置によれば、肌色以外の色領域の色域を効果的に広げることができる。
【００１７】
　別の好ましい態様において、前記ブレンド係数設定部は、前記色相及び前記彩度が前記
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第１の色領域から前記第２の色領域にかけて変化すると、前記第１のブレンド係数から前
記第２のブレンド係数に連続的に変化するように前記ブレンド係数を設定してもよい。
【００１８】
　この画像処理装置によれば、肌色領域とその他の色領域との間の色領域の表示における
違和感をより少なくすることができる。
【００１９】
　別の好ましい態様において、色相をＨ、彩度をＳとしたときに、前記第１の色領域は、
０°≦Ｈ≦５０°及びＳ≦Ｓ１（Ｓ１は０．６以上０．７５以下のいずれかの値）の範囲
であり、前記第２の色領域は、７０°≦Ｈ≦２４０°又はＳ≦Ｓ２（Ｓ２は０．８以上０
．９５以下のいずれかの値）の範囲であってもよい。
【００２０】
　この画像処理装置によれば、肌色領域とそれ以外の色領域とを明確に設定することがで
きる。
【００２１】
　本発明の一実施形態によると、画像を示す入力信号をリニアな第１の色域の第１の画像
データに変換し、前記第１の画像データを、前記第１の色域よりも狭い第２の色域を表示
するための第２の画像データに変換し、前記入力信号から得られる色相及び彩度に基づい
て前記第１の画像データと前記第２の画像データの合成比率を規定するブレンド係数を設
定し、前記第１の画像データと前記第２の画像データとを、設定された前記ブレンド係数
に応じた比率で合成した合成画像データを生成し、前記ブレンド係数を設定するときには
、前記色相及び前記彩度が肌色に相当する第１の色領域の範囲である場合には第１のブレ
ンド係数を設定し、前記色相及び前記彩度が前記第１の色領域とは異なる第２の色領域の
範囲である場合には前記第１のブレンド係数より前記第２の画像データの合成比率が小さ
くなる第２のブレンド係数を設定し、前記色相及び前記彩度が前記第１の色領域と前記第
２の色領域との間の色領域の範囲である場合には、前記第１のブレンド係数と前記第２の
ブレンド係数との間の前記色相及び前記彩度に応じたブレンド係数を設定することを特徴
とする画像処理方法が提供される。
【００２２】
　この画像処理方法によれば、広色域の画像出力装置に表示しても肌色のような特定色の
表示において違和感を与えにくくすることができる。
【００２３】
　本発明の一実施形態によると、コンピュータに、画像を示す入力信号をリニアな第１の
色域の第１の画像データに変換するステップと、前記第１の画像データを、前記第１の色
域よりも広い第２の色域の第２の画像データに変換するステップと、前記入力信号から得
られる色相及び彩度に基づいて前記第１の画像データと前記第２の画像データの合成比率
を規定するブレンド係数を設定するステップと、前記第１の画像データと前記第２の画像
データとを、設定された前記ブレンド係数に応じた比率で合成した合成画像データを生成
するステップとを実行させ、前記ブレンド係数を設定するステップでは、前記色相及び前
記彩度が肌色に相当する第１の色領域の範囲である場合には第１のブレンド係数を設定し
、前記色相及び前記彩度が前記第１の色領域とは異なる第２の色領域の範囲である場合に
は前記第１のブレンド係数より前記第２の画像データの合成比率が少なくなる第２のブレ
ンド係数を設定し、前記色相及び前記彩度が前記第１の色領域と前記第２の色領域との間
の色領域の範囲である場合には、前記第１のブレンド係数と前記第２のブレンド係数との
間の前記色相及び前記彩度に応じたブレンド係数を設定することを特徴とするプログラム
が提供される。
【００２４】
　このプログラムによれば、広色域の画像出力装置に表示しても肌色のような特定色の表
示において違和感を与えにくくすることができる。
【発明の効果】
【００２５】
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　本発明によれば、異なる色域の画像出力装置に表示しても肌色のような特定色の表示に
おいて違和感を与えにくくすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の一実施形態に係る画像処理装置の構成を示すブロック図。
【図２】Ａｄｏｂｅ　ＲＧＢとｓＲＧＢの色域の違いを示すグラフ。
【図３】０°≦Ｈ≦５０°における彩度（Ｓ）とブレンド係数αの関係を示すグラフ。
【図４】色相（Ｈ）に対するブレンド係数αの値を示すグラフ。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、本発明の実施の形態を、図面等を参照しながら説明する。但し、本発明は多くの
異なる態様で実施することが可能であり、以下に例示する実施の形態の記載内容に限定し
て解釈されるものではない。
【００２８】
＜画像処理装置について＞
　図１は本発明の実施形態に係る画像処理装置の構成を示すブロック図を示す。この画像
処理装置は、信号入力部１００と、色域変換部と１０２と、ブレンド係数設定部（α設定
部）１０４と、合成部１０６と、信号出力部１０８とから構成されている。
【００２９】
　信号入力部１００は、画像を示す信号（入力信号Ｒｉｎ，Ｇｉｎ，Ｂｉｎ）が入力され
る。信号入力部１００は、この入力信号Ｒｉｎ，Ｇｉｎ，Ｂｉｎを０～１に規格化する。
さらに、規格化した後の信号にべき乗変換を行って、リニアな画像データＶｒ，Ｖｇ，Ｖ
ｂを生成する。例えば、入力信号がｓＲＧＢの規格である場合、そのガンマ（γ）値は２
．２なので、２．２をべき乗してリニアな画像データＶｒ，Ｖｇ，Ｖｂを生成する。
【００３０】
　色域変換部１０２は、変換マトリクスを用いて、信号入力部１００で生成された画像デ
ータＶｒ，Ｖｇ，Ｖｂをより広色域のディスプレイにおいて、狭色域表示をするための画
像データに変換する。例えば、Ａｄｏｂｅ　ＲＧＢ色域のディスプレイにおいてｓＲＧＢ
色域表示をする場合があるが、これに限られない。色域変換部１０２は、変換マトリクス
を用いて、広色域のディスプレイにおいて狭色域表示をするための計算を行う。すなわち
、色域変換部１０２は、信号入力部１００で生成された画像データを、この画像データの
色域よりも狭い色域を表示するための画像データに変換する。そして、色変換後の画像デ
ータＶｒ’，Ｖｇ’，Ｖｂ’を生成する。
【００３１】
　ブレンド係数設定部１０４は、入力信号Ｒｉｎ，Ｇｉｎ，Ｂｉｎから得られる色相（Ｈ
）と彩度（Ｓ）に基づいて、ブレンド係数αを設定する。ブレンド係数αは、合成部１０
６で合成される画像データＶｒ，Ｖｇ，Ｖｂと画像データＶｒ’，Ｖｇ’，Ｖｂ’との合
成比率を規定する。この例では、合成比率は、ブレンド係数αが１であれば、画像データ
Ｖｒ’，Ｖｇ’，Ｖｂ’が１００％であり、ブレンド係数αが０であれば、画像データＶ
ｒ，Ｖｇ，Ｖｂが１００％である。ブレンド係数設定部１０４は、入力信号Ｒｉｎ，Ｇｉ
ｎ，Ｂｉｎから得られる色相（Ｈ）と彩度（Ｓ）が肌色に相当する肌色領域である場合に
はブレンド係数αを１に設定し、その他の色領域（肌色領域を含まない色領域）である場
合にはブレンド係数αを１未満の値、例えば０に設定する。また、ブレンド係数設定部１
０４は、肌色領域と、その他の色領域との間の色領域である場合には、入力信号Ｒｉｎ，
Ｇｉｎ，Ｂｉｎから得られる色相（Ｈ）と彩度（Ｓ）に応じてブレンド係数αを設定する
。このとき、入力信号Ｒｉｎ，Ｇｉｎ，Ｂｉｎから得られる色相（Ｈ）と彩度（Ｓ）が肌
色領域からその他の色領域にかけて変化すると、ブレンド係数αは連続的に変化するよう
に設定される。
【００３２】
　合成部１０６は、信号入力部１００で生成された画像データＶｒ，Ｖｇ，Ｖｂと色域変
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換部１０２で生成された画像データＶｒ’，Ｖｇ’，Ｖｂ’をブレンド係数設定部１０４
で設定されたブレンド係数αに応じた合成比率で合成する。ここでは、肌色など色味が変
わると人に違和感を生じる色はできるだけ狭色域表示がされるようにし、肌色の色領域以
外については広色域表示ができるように合成する。そして、合成部１０６は、合成された
画像データＶｒｂ，Ｖｇｂ，Ｖｂｂを生成する。
【００３３】
　信号出力部１０８では、合成後の画像信号Ｖｒｂ，Ｖｇｂ，Ｖｂｂをべき乗変換し、出
力信号Ｒｉｎ，Ｇｉｎ，Ｂｉｎを生成する。例えば、１／２．２のべき乗変換を行い、必
要ビット数のＲｏｕｔ，Ｇｏｕｔ，Ｂｏｕｔを生成する。出力信号Ｒｏｕｔ，Ｇｏｕｔ，
Ｂｏｕｔの出力先はディスプレイ、プロジェクターあるいはプリンターなどの画像出力装
置である。
【００３４】
　図１で示す画像処理装置では、ブレンド係数設定部１０４を設けることにより、狭い色
域の画像データを広い色域を持つデバイスに出力しても自然な色合いで画像を表示させる
ことができる。次に、このような画像処理の詳細を説明する。
【００３５】
＜画像処理方法について＞
　まず、入力信号Ｒｉｎ，Ｇｉｎ，Ｂｉｎを０～１に規格化した後、γ＝２．２のべき乗
変換により、Ｖｒ，Ｖｇ，Ｖｂを算出する。８ビットを仮定した場合は以下の式（１）の
通りとなる。
【００３６】

【数１】

【００３７】
　ｓＲＧＢのガンマ（γ）は２．２なので、入ってきたＲＧＢの画像データを８ビットの
レベル幅（２５５）で除算して規格化（０．０～１．０の値に）した後、２．２をべき乗
することで画像データＶｒ，Ｖｇ，Ｖｂはリニア（線形）な値となる。
【００３８】
　次に、画像データＶｒ，Ｖｇ，Ｖｂから色変換後の画像データＶｒ’，Ｖｇ’，Ｖｂ’
を算出する。ここで、広色域のディスプレイにおいて、狭色域表示をするための変換マト
リクス［Ｍｃ］は、式（２）、（３）により求める。
【００３９】
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【数２】

【００４０】
　ここで、［Ｍｎｃ］は狭色域の変換マトリクス、［Ｍｗｃ］は広色域の変換マトリクス
、［Ｍｃ］＝［Ｍｗｃ］‐１［Ｍｎｃ］である。
【００４１】
　例えば、広色域をＡｄｏｂｅ　ＲＧＢ、狭色域をｓＲＧＢとした場合の例を説明する。
表１は、Ａｄｏｂｅ　ＲＧＢとｓＲＧＢのＣＩＥ　ｘｙ座標値を示し、それをＣＩＥ　ｘ
ｙ色度図にプロットしたものを図２に示す。ここで、白色（Ｗ）は同じＤ６５である。図
２から明らかな通りＡｄｏｂｅ　ＲＧＢはｓＲＧＢと比べて広い色域を有しており、ＲＧ
Ｂの中では特に緑が広がっている。
【００４２】
【表１】

【００４３】
　また、Ａｄｏｂｅ　ＲＧＢとｓＲＧＢの変換マトリクス及び式（３）における［Ｍｃ］
の値を表２～４に示す。
【００４４】



(9) JP 2014-120919 A 2014.6.30

10

20

30

40

【表２】

【００４５】
【表３】

【００４６】
【表４】

【００４７】
　上記で得られた画像データＶｒ，Ｖｇ，Ｖｂと画像データＶｒ’，Ｖｇ’，Ｖｂ’とを
、ブレンド係数αを用いてブレンドし、合成画像データＶｒｂ，Ｖｇｂ，Ｖｂｂを生成す
る。合成画像データＶｒｂ，Ｖｇｂ，Ｖｂｂは、式（４）～（６）で求める。なお、ブレ
ンド係数αの詳細については後述する。
【００４８】
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【数３】

【００４９】
　合成画像データＶｒｂ，Ｖｇｂ，Ｖｂｂのべき乗変換を行い、必要なビット数に応じた
出力信号Ｒｏｕｔ，Ｇｏｕｔ，Ｂｏｕｔに変換する。例えば、１／２．２のべき乗変換を
行い、必要ビット数のＲｏｕｔ，Ｇｏｕｔ，Ｂｏｕｔを生成する。８ビットを仮定した場
合は以下の式（７）の通りとなる。
【００５０】
【数４】

【００５１】
＜ブレンド係数について＞
　ブレンド係数αは、入力信号Ｒｉｎ，Ｇｉｎ，Ｂｉｎから得られる色相（Ｈ）と彩度（
Ｓ）に基づいて設定される。肌色領域とその他の色領域（肌色領域を含まない色領域）と
はそれぞれ、色相（Ｈ）と彩度（Ｓ）の範囲から設定されている。入力信号Ｒｉｎ，Ｇｉ
ｎ，Ｂｉｎから得られる色相（Ｈ）と彩度（Ｓ）が肌色領域である場合、又はその他の色
領域である場合には、ブレンド係数αは固定されている。また、肌色領域と、その他の色
領域との間の色領域についてはブレンド係数αが連続的に変化するように設定する。肌色
領域及びその他の色領域の色相（Ｈ）と彩度（Ｓ）の範囲を例示すると次の通りである。
【００５２】
（１）肌色領域
０°≦Ｈ≦５０°　及び　Ｓ≦Ｓ１（Ｓ１＝０．６～０．７５）
ブレンド係数α＝１（狭色域表示）
（２）その他の色領域
７０°≦Ｈ≦３４０°　又は　Ｓ≧Ｓ２（Ｓ２＝０．８～０．９５）
ブレンド係数α＝０（広色域表示）
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【００５３】
　上記において、Ｓ１は肌色領域を決めるＳ値であり、Ｓ２はその他の色領域を決めるＳ
値であり、両者は異なった値をとる。すなわち、Ｓ２は１よりも小さい値をとり、Ｓ１は
Ｓ２以下の値をとる。しかし、Ｓ１とＳ２はあまり離れた値をとることは色再現上好まし
くなくある程度近接した値で設定することが好ましい。このように色相及び彩度の範囲を
規定することで、肌色領域とそれ以外の色領域とを明確に設定することができる。Ｓ１と
Ｓ２の値は適宜設定されるものであるが、この両者の値を大きくとるということは、狭色
域への色変換が強まるということである。
【００５４】
　なお、肌色領域とその他の色領域は、上記範囲に限定されるものではなく、色相、彩度
、明度から勘案して肌色領域と認識し得る範囲であれば、実施者が適宜することも可能で
ある。
【００５５】
　上記で示したように、肌色領域のブレンド係数αを１としたとき、その他の色領域のブ
レンド係数を１未満の値に設定する。特に、その他の色領域のブレンド係数を１未満の一
定の値であって、例えば０に設定することが好ましい。このようにブレンド係数を設定す
ることで、肌色領域については狭色域表示とし、それ以外の色領域については広色域表示
をすることができる。
【００５６】
　なお、入力信号のＲＧＢデータから色相（Ｈ）、彩度（Ｓ）、明度（Ｖ）は式（８）～
（１０）により求められる。
【００５７】
【数５】

【００５８】
　例えば、ｓＲＧＢの画像データをＡｄｏｂｅ　ＲＧＢで表示させる場合、肌色を違和感
なく表示させるためには、Ｓ１を０．６以上０．７５以下の範囲で設定し、Ｓ２を０．８
以上０．９５以下の範囲で設定することが好ましい。Ｓ１とＳ２の組み合わせの一例は、
Ｓ１＝０．６とした場合にＳ２＝０．８（ブレンド係数α＝０．５のときＳ＝０．７）と
設定し、Ｓ１＝０．７５とした場合にＳ２＝０．９５（ブレンド係数α＝０．５のときの
Ｓ＝０．８５）と設定することである。具体的に、ｓＲＧＢからＡｄｏｂｅ　ＲＧＢへの
変換の場合にはＳ１＝０．７５に設定し、Ｓ２＝０．９５に設定することが好ましい。
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　ブレンド係数αは、彩度を決めるＳ値がＳ１以下の場合α＝１とし、Ｓ２以上の場合α
は１未満の一定値（例えば、α＝０）と設定する。Ｓ１とＳ２は異なる値をとるため、Ｓ
１とＳ２の間の色領域についてはブレンド係数αが連続的に変化するように設定する。例
えば、Ｓ値がＳ１より大きく、Ｓ２よりも小さい領域では式（１１）に従ってブレンド係
数αを設定する。
【００６０】
【数６】

【００６１】
　図３は、０°≦Ｈ≦５０°における彩度（Ｓ）とブレンド係数αの関係を示すグラフで
ある。図３で示すグラフは、ブレンド係数α＝１のとき狭色域表示をし、α＝０のとき広
色域表示をする場合を示している。そして、Ｓ１＝０．６としＳ２＝０．８とした場合、
あるいはＳ１＝０．７５としＳ２＝０．９５とした場合に、Ｓ１とＳ２の間でブレンド係
数αが連続的に変化することを示している。
【００６２】
　図４は、色相（Ｈ）に対するブレンド係数αの値を示す。肌色領域とその他の色領域と
においてはブレンド係数αの値は一定の値をとるが、その両者の間の色領域においては、
色相（Ｈ）の値の変化に応じてブレンド係数αは連続的に変化するように設定されている
。肌色領域とその他の色領域との間の色領域におけるブレンド係数を連続的に変化させる
ことで、該当する領域の合成比率を連続的に変化させることができる。
【００６３】
　例えば、色相（Ｈ）との関係において肌色領域とその他の色領域との間の領域における
ブレンド係数αは式（１２）、（１３）で設定する。
【００６４】
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【数７】

【００６５】
　図４では、色相（Ｈ）が、５０°＜Ｈ＜７０°の範囲において、ブレンド係数αが０よ
りも大きい値をとる場合、ブレンド係数αは連続的に変化することを示している。また、
３４０°＜Ｈ＜３６０°の範囲においても同様である。
【００６６】
　このように、肌色領域とその他の色領域とを色相と彩度の範囲によって規定して、それ
ぞれの領域に対応したブレンド係数を設定することで、ブレンド係数の設定方法を具体化
することができる。ブレンド係数の設定方法が明確になり、肌色付近について、従来の色
域と同様な表示を実現するとともに、それ以外の色域については広色域ディスプレイ特有
の飽和度の高い色表示を実現できる。
【００６７】
　特に、肌色領域において、狭色域に変換される領域を広くすることにより、彩度（Ｓ）
の値が大きくなるような（明度（Ｖ）の値が低い）肌色（具体的には、陰になった肌色の
部分、日焼けした肌の色、褐色の肌色）において自然な色合いの肌色を表示できる。
【００６８】
　また、肌色の色領域以外の色領域で完全に広色域に変換することによって、広い範囲に
おいて、広色域ディスプレイ特有の飽和度の高い色表示を実現できる。
【００６９】
＜画像処理プログラムについて＞
　本実施の形態で示す画像処理方法は、プログラムとしてコンピュータ等の機器に読み込
ませ、あるいは機器に組み込んでＣＰＵに実行させることができる。かかるプログラムは
、コンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録されていることもあり、また通信ネットワ
ークを通じて提供することも可能である。
【符号の説明】
【００７０】
１００…信号入力部、１０２…色域変換部、１０４…ブレンド係数設定部、１０６…色合
成部、１０８…信号出力部
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